
「第二回カーボンニュートラルビジネスセミナー」

基調講演
「製品カーボンフットプリント算定の基本と実践」

株式会社 ITID
江口正芳
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江口 正芳（えぐち まさよし）

自己紹介

▍ひろしまものづくりカーボンニュートラルビジネスプロジェクト

プロジェクトディレクター

▍米国公認管理会計士、中小企業診断士

▍製造業の脱炭素経営支援、カーボンニュートラル実現に向けた

業務プロセス改善、企業向け講演など、経営から現場まで、

様々な業界の環境コンサルティングを実施

▍主なコンサルティング実績

• 温室効果ガス排出量の算定・削減支援

• 気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析支援

• インターナルカーボンプライシング導入支援

• 製品カーボンフットプリント算定支援

• グリーンボンドの環境影響の効果検証

• 温室効果ガス排出量管理システム導入支援 etc.

▍主な執筆/講演実績

• 著書「グリーンイノベーションコンパス」

• 環境ビジネスオンライン連載「脱炭素経営を成功に導く

現場視点で始める本質的ソリューション」

• 自動車メーカー講演「製品開発者が取り組むGHG排出量の削減手法」

• 産業機器メーカー講演「グリーンイノベーション創出力を高める」

• 日経xTECH 研修講師 etc.
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会社紹介

【主な支援内容】

診断・アセスメント

 開発力診断 / 創造力診断

 組織文化診断 / イノベーション組織診断

価値づくり戦略

 事業戦略 / 技術戦略 / 新規事業推進

 カーボンニュートラル / まちづくり戦略立案

業務効率化

 MBSE / プロセス構築・実務支援

 モジュール化

人材開発

 コンピテンシー・スキル定義

 人材育成プラン構築・実践

社名 株式会社 ITID

設立 2001年6月

人と組織・プロセスにアプローチすることで価値提供力を強化し、

企業価値/社会価値の向上を図ります

価値

提供力

展開力
周りを巻き込み

組織/社会を変える

創起力
世の中にない

新しい価値を

創造する

開発力
価値を具体化し、

効率高く量産する

※ITIDは、電通および電通国際情報サービス
（ISID）のグループ企業です

2024年1月1日より、株式会社電通総研として生まれ変わります

http://www.dentsu.co.jp/
http://www.isid.co.jp/
http://www.isid.co.jp/
http://www.isid.co.jp/
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▍広島県内ものづくり企業のカーボンニュートラル活動をご支援

• カーボンニュートラルへ向けたものづくり産業支援事業にて、

県内製造業のカーボンニュートラル活動をご支援

会社紹介

伴走支援

県内製造業

業務委託

得られた

課題・知見

※この事業成果を活用し、

今後の支援策を構築

等

コミュニティサイトにて、
ものづくり中小企業に
役立つ情報を掲載
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▍製品カーボンフットプリントとは

▍製品カーボンフットプリント算定の基本

▍製品カーボンフットプリントの算定例

▍製品カーボンフットプリント算定のポイント

▍さいごに

コンテンツ
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製品カーボンフットプリントとは
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製品カーボンフットプリントとは

製品カーボンフットプリントとは、

製品ライフサイクル全体を通して排出されるGHG排出量

▍製品カーボンフットプリント（CFP）

• 製品の原材料調達から廃棄、リサイクルに至るまでの

ライフサイクル全体を通して排出されるGHG排出量

0

500

1000

製品A 製品B

原材料調達 生産 流通 使用・維持管理 廃棄・リサイクル

G
H
G
排
出
量
[k
g
-C
O
2
] 820950

ボトルネックとなる
製品・プロセスを特定できる

低炭素商品をPRできる

GHG：温室効果ガス
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製品カーボンフットプリントとは

特に欧州ではCFPの算定・開示が求められる

▍バッテリー規制

• EU領域内で販売されるすべてのバッテリーを対象とし、材料や部品の

生産者、性能、リサイクル再生材含有率、製品CFPなどが、

統一されたデジタルプラットフォーム上で記録管理されなければいけない

→サプライチェーン上にある全ての企業に影響がある

• CFPの申告開始時期は、EVバッテリーの場合、2025年2月になる見込み

▍デジタルプロダクトパスポート（DPP）

• 欧州委員会にて公表された「持続可能な製品イニシアティブ（SPI）」の

関連法案として、デジタルプロダクトパスポート（DPP）の導入を発表

• 欧州で販売される製品を対象に、製品CFPなどの情報開示の義務化が想定される

→サプライチェーン上にある全ての企業に影響がある

• 現在、法制化が進められている



ITID, Ltd. 9

製品カーボンフットプリント算定の基本
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製品カーボンフットプリント算定の基本

以下の４つのステップで進める

▍CFP算定の流れ

Step1
算定方針の検討

Step2
算定範囲の設定

Step3
CFPの算定

Step4
検証・報告

目的の明確化

算定方法の具体化

バウンダリーの設定

カットオフ基準の検討

個別に考慮が必要な
事項の検討

データの収集

計算

算定結果の解釈

検証の主体検討

検証実施

算定報告書作成

※以降の、製品カーボンフットプリントに関する内容は、以下のドキュメントをベースとし、

一部、当社コンサルタントが培ってきた考え方・ノウハウを採り入れたものです。

・経済産業省、環境省「カーボンフットプリント ガイドライン」

・経済産業省、環境省「カーボンフットプリント ガイドライン（別冊）CFP 実践ガイド」
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製品カーボンフットプリント算定の基本

CFP算定に取り組む目的やその用途を明確にし、

満たすべき要件を明らかにする

▍STEP 1｜算定方針の検討（要件の明確化）

・自社のサプライチェーン全体の排出量の把握、
排出源の多いプロセスの分析

・自社製品の排出量の削減計画の策定、削減推移の測定
・自主的なCFPによる企業/製品ブランディング

全てのCFP算定で
満たすべき基礎要件

他社製品と比較されることが
想定されるCFP算定で、
満たすべき追加要件

想定されるシーンの例CFP算定で満たすべき要件

＋
・CFPを活用した公共調達
・CFPに基づく規制
・顧客企業におけるグリーン調達の要件化

※製品別算定ルールとは、個別の製品カテゴリーあるいは製品毎に定められた、
CFP算定の一連の規則、要求事項等をまとめたもので、業界団体等が策定する
製品分野別のCFP算定ガイドラインやISO14027で定義されるPCRなどが想定される

社会的に認められた
製品別算定ルールを
用いなくても良い

自社で算定ルールを
作成してもよい

製品別算定ルールの利用

社会的に認められた
製品別算定ルールを
用いなければならない

以降の説明は、特に断りのない限り、基礎要件に基づいて説明
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製品カーボンフットプリント算定の基本

算定対象とするライフサイクルステージを明確にする

▍STEP 2｜算定範囲の設定（ライフサイクルステージの明確化）

• 中間製品の場合は、原材料調達から製造 (出荷) まで (Cradle to Gate) 

• 最終製品の場合は、原材料調達から廃棄・リサイクルまで (Cradle to Grave)

原材料調達 生産 廃棄・リサイクル流通・販売 使用・維持管理

Cradle to Grave CFP

Cradle to Gate CFP



ITID, Ltd. 13

製品カーボンフットプリント算定の基本

ライフサイクルステージにおけるプロセスを明確にする

▍STEP 2｜算定範囲の設定（プロセスの明確化）

• 各ライフサイクルステージにおけるプロセスを分解し、明確にする

輸送

輸送

製造 梱包 輸送 販売 輸送 使用原料X

原料Y 廃棄物

輸送

廃棄物
処理

廃棄物

輸送

廃棄物
処理

廃棄物

輸送

廃棄物
処理

輸送梱包材

原材料調達 生産 廃棄・リサイクル流通・販売 使用・維持管理

Cradle to Grave CFP

Cradle to Gate CFP
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製品カーボンフットプリント算定の基本

算定の目的、基本方針に立ち返り、必要十分な分解を心掛ける

▍STEP 2｜算定範囲の設定（プロセスの捉え方）

• 工程は、まずは少し詳しいと思う程度に分解し、データ入手の可能性を考えた後で

必要に応じてまとめる

農場 輸送 加工工場

原料としての「綿織物」の、プロセスの捉え方

＝

算定のスピード

簡便さ

自社原料の

特性の反映

綿織物の生産

綿花の生産 加工工場への輸送 綿織物への加工

＋ ＋
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製品カーボンフットプリント算定の基本

CFPの算定方法には、2種類ある

▍STEP 3｜CFPの算定

• 算定方法①：直接、GHG排出量を計測する

• 算定方法②：「活動量」×「排出係数」で算定する

GHG排出量

活動量
原材料の使用量、
製造における
電力消費量 等

排出係数
活動量の単位あたり

GHG排出量

原料調達における例 製品1つあたりの

素材Aの調達量
素材Aの排出係数CO2
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製品カーボンフットプリント算定の基本

算定に必要な活動量情報を整理する

▍STEP 3｜CFPの算定（必要な活動量情報の整理）

• 算定に必要な活動量情報を、ライフサイクルステージごと、プロセスごとに整理する

原材料調達

流通・販売

生産

使用・維持管理

廃棄・リサイクル

原材料の重量データ

原材料の材質情報

電気使用量

出荷先までの距離データ

スペック関連情報

廃棄物重量

サプライヤーからの

距離データ

ライフサイクルステージ 必要な活動量情報

原材料加工

原材料輸送

製造

廃棄物処理

製品輸送

製品使用

製品廃棄処理

プロセス

情報整理の例
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製品カーボンフットプリント算定の基本

排出係数は、公表されているデータベースなどを使用する

▍STEP 3｜CFPの算定（よく使われる排出係数のデータベース）

データベース名 概要

国立研究開発法人産業技術総合研究所
「IDEA Ver.3(日本語版、英語版、海外版)」

日本のデータを基に約4,700種類の排出係数データを
保有するデータベース。英語版、海外版も存在

環境省
「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス
排出等の算定のための排出原単位データベース」

サプライチェーン排出量の算定に活用できる
排出原単位を取りまとめたデータベース

環境省・経済産業省
「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度
電気事業者別排出係数一覧」

国に報告された各電気事業者の電力の排出係数をまとめ、
公表したもの

ecoinvent
欧米を中心に広く使われる、18,000種類以上の
排出係数データを保有するデータベース
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製品カーボンフットプリント算定の基本

配分回避が難しい場合は、配分方法を決める

▍⼯場における電⼒消費の場合

• 組織または事業所単位のデータをプロセス単位に割り当てる

工場全体の電力消費量
90万kWh

１時間稼働 → 10万kWh

２時間稼働 → 20万kWh
工場全体の電力消費量

90万kWh

２万個生産 → 20万kWh

３万個生産 → 30万kWh

６時間稼働 → 60万kWh ４万個生産 → 40万kWh

工場全体のエネルギー消費量を、

稼働時間に応じて配分する

工場全体のエネルギー消費量を、

生産量 (数、重量等) に応じて配分する
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▍STEP 4｜検証・報告

• CFPの信頼性を担保するために、算定が適切に実施されたか否かを検証することが望ましい

• CFPの算定結果は、関連情報とともにレポートする

算定が適切に実施されたか否かを検証し、算定結果をレポートする

製品カーボンフットプリント算定の基本

算定したCFPの算定結果を確認する CFPの算定結果をとりまとめる

算定のロジック データ収集方法 算定報告書
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製品カーボンフットプリントの算定例
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製品カーボンフットプリントの算定例

原材料加工に伴う排出量を算定する

▍原材料加⼯に伴う排出量の算定例

購入した綿織物面積
(千ｍ2)

排出係数
(t-CO2/千m2)

排出量
(t-CO2)

× =

2.0×10-3 1.54 3.08×10-3

出典：環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の

算定のための排出原単位データベース（Ver.3.3）」

プロセスを上段のように
捉えた場合

プロセスを下段のように捉え、
LCIデータベースIDEA等を活用すると
より精度の高い算定が可能
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製品カーボンフットプリントの算定例

流通（輸配送）に伴う排出量を算定する

▍流通（輸配送）に伴う排出量の算定例

① 燃料法

車両の燃料使用量に、排出係数を乗じて算定

② 燃費法

車両の燃費と輸送距離から排出量を算定

③ トンキロ法

積載率、最大積載量、車両の燃料種類からトンキロ当たりの燃料使用量を導出し、輸送トンキロを乗じて算定

燃料使用量
(kL)

軽油排出係数
(t-CO2/kL)

排出量
(t-CO2)

× =

20.0×10-3 2.585 51.7×10-3

輸送距離
(km)

軽油排出係数
(t-CO2/kL)

排出量
(t-CO2)

× =

200 2.585 51.7×10-3

÷
燃費

(km/kL)

10.0×103

輸送重量
(t)

軽油排出係数
(t-CO2/kL)

排出量
(t-CO2)

× =

500×10-3 2.585 41.9×10-3

×
輸送距離

(km)

200

トンキロ当たりの
燃料使用量
(kL/t・km)

0.162×10-3

×
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製品カーボンフットプリントの算定例

生産に伴う排出量を算定する

▍生産に伴う排出量の算定例

設備の電力消費量

400,000kWh

製品A生産に伴う

設備稼働時間

1000時間

製品B生産に伴う

設備稼働時間

600時間

製品C生産に伴う

設備稼働時間

400時間

製品A生産に伴う

設備の電力消費量

200,000kWh

製品B生産に伴う

設備の電力消費量

120,000kWh

製品C生産に伴う

設備の電力消費量

80,000kWh

製品A生産に伴う
設備の電力消費量

（kWh）

排出係数
(t-CO2/kWh)

排出量
(t-CO2)

÷ =

200,000 100 1.08

製品A生産台数
(台)

×

0.000540
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製品カーボンフットプリントの算定例

廃棄物処理に伴う排出量を算定する

▍廃棄物処理に伴う排出量の算定例

• 廃棄物重量に排出係数を乗じて算定

リサイクルする
金属くず

(t)

排出係数
(t-CO2/t)

排出量
(t-CO2)

× =

2.0×10-3 0.009 18×10-6

出典：環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の

算定のための排出原単位データベース（Ver.3.3）」
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製品カーボンフットプリントの算定例

製品の使用に伴う排出量を算定する

▍製品の使用に伴う排出量の算定例

• 標準的な使用シナリオに基づく使用時のエネルギー消費量に、

排出係数を乗じて算定

• 自動車のシナリオ例

• 年間走行距離 ：10,000km

• 燃費 ：10km/L

• 耐用年数 ：10年

年間走行距離
(km/年)

排出係数
(t-CO2/kL)

排出量
(t-CO2)

× =

10,000 2.322 23.22

÷
燃費

(km/kL)

10×103

耐用年数
(年)

10

×
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▍プリンター

• キヤノン株式会社

製品カーボンフットプリントの算定例

▍パレット

• 豊通ケミプラス株式会社

▍建設用棒鋼

• 拓南製鐵株式会社

出典：一般社団法人サステナブル経営推進機構「SuMPO環境ラベルプログラム」

18%

770

kg-CO2

23

kg-CO2

750

kg-CO2

※棒鋼1t当たり※製品1枚当たり※製品1台当たり

2%

1%

1%78%

12%
5%

7%

0%77% 72%

24%

3%

登録番号：JR-AI-23322C 登録番号：JR-BG-23001C 登録番号：JR-AJ-23007C
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製品カーボンフットプリント算定のポイント
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自社の生産・廃棄に伴う排出量は、工程表を用いて管理する

製品カーボンフットプリント算定のポイント

電気室・
分電盤

工程 設備
稼働
時間

h

定格
消費電力

kW

電気
使用量
kWh

燃料使用量 GHG
排出量
合計

kg-CO2

生産量
個

1製品
当たりの
排出量
kg-CO2

LPG
kg

A重油
kL

潤滑油
kL

No.1 機械加工 NC旋盤

No.1 機械加工 洗浄機

No.1 樹脂成形 ・・・

No.2 塗装 ・・・

電気室・
分電盤

工程 設備
廃棄物
種類

廃棄物
重量
kg

排出
係数

GHG
排出量
合計

kg-CO2

生産量
個

1製品
当たりの
排出量
kg-CO2

No.1 機械加工 NC旋盤

No.1 機械加工 洗浄機

No.1 樹脂成形 ・・・

No.2 塗装 ・・・

生産に伴う排出量算定シート

廃棄に伴う排出量算定シート

工程・設備別に
排出量を導出
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原材料調達に伴う排出量は、BOM（部品構成表）を用いて管理する

製品カーボンフットプリント算定のポイント

No. 部番 品名 重量 kg 材質 調達先 排出係数
GHG
排出量
kg-CO2

1 T-01 部品A

2 T-02 部品B

3 T-03 部品C

… … …

原材料加工に伴う排出量算定シート

輸配送に伴う排出量算定シート

No. 部番 品名 重量 kg 調達先
輸送距離

km

トンキロ
当たりの
燃料使用量

燃料の
排出係数

GHG
排出量
kg-CO2

1 T-01 部品A

2 T-02 部品B

3 T-03 部品C

… … …

部品別に
排出量を導出
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製品の企画・設計段階から、段階的に算定する

製品カーボンフットプリント算定のポイント

累積

GHG

排出量

企画 設計 製造 廃棄

GHG発生曲線

GHG決定曲線

100%

GHG排出量のほとんどが
企画・設計段階で決まる

GHG：温室効果ガス

使用

部品サプライヤーの場合、
早い段階で、OEMと共同で
CFPを創り込むことが大切
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▍組立⼯程の電気使用に伴う排出量の例

製品開発段階で得られる情報から、排出量を推計するロジックを検討する

製品カーボンフットプリント算定のポイント

現行製品における

組立工程の電気使用量 現行製品のボルト締結箇所数

開発製品のボルト締結箇所数
×

製品開発段階では
得られない情報

組立工程の多くが

ボルト締結である場合

製品開発段階（図面作成段階）で
得られる情報から排出量を推計

組立工程の電気使用
に伴う排出量

t-CO2

開発製品における
組立工程の電気使用量

kWh

電気の排出係数
t-CO2/kWh＝ ×
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できる限り一次データ（実測データ）を用いて、算定精度を高める

製品カーボンフットプリント算定のポイント

「原材料の加工」の例 「製品の使用」の例

△：排出原単位データベースなどから引用・適用される
二次データによる算定
⇒どのサプライヤーから購入しても算定上の排出量
は同一になってしまう

◎：サプライヤーから入手した排出量データによる算定
⇒サプライヤー努力が排出量算定結果に反映される

A社

B社

データ入手

データ入手

サプライヤーと連携し
排出量データを入手

製品にセンサを設け
個別の実測データを入手

△：標準的な使用シナリオ（製品の設計仕様や使用条件に
関する仮説）を設定した算定
⇒消費者の使用方法や期間の違いなどにより、
実際の排出量との乖離が大きい

◎：製品にセンサを設けるなど、実測データに基づく算定
⇒各消費者の使用実態に即した排出量を算定できる
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さいごに
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さいごに

CFPを算定し、低炭素商品のPRや

開示規制に対応する

工程表やBOM（部品構成表）など、

CFP算定・管理のための仕組みづくりがカギ

部品サプライヤーは、開発段階から、

OEMと共同で、排出量の創り込みを

できる限り一次データを用いて算定する
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